






 

 Nemaline myopathy への興味は各方向から寄せられている.本症には家族性例

が多く,遺伝的成因も考えられるが,これまでのこの面での検討は,個々の家系

が,単優性,単劣性などと解決されたにとどまり,多数例を対象とする分析は行

われたことがない.一方,本症には非定型例もあり,また本症が全体として単一

疾患であるかどうかも決定されていない.しかし,桿状物質は本症に特有がない

にせよ,それをきわめて多量に保有し,臨床的にもひとつのまとまりをもつ本症

について,遺伝的分析を試みることは有意義である. 


